
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

活
躍
し
た
諏
訪
市
出
身
の
俳
人
で

画
家
の
岩
波
其
残
（
1
8
1
5
～

9
4
年
）
が
幕
末
に
現
下
諏
訪
町
樋

橋
で
高
島
藩
士
・
松
本
藩
士
の
連

合
軍
と
水
戸
藩
士
が
争
っ
た
合
戦

を
写
生
し
た
「
樋
橋
合
戦
図
」
が
、

八
ヶ
岳
美
術
館
（
原
村
）
で
開
催
中

の
企
画
展
「
岩
波
其
残
と
画
友
」

（
6
月
1
1
日
ま
で
）
で
展
示
さ
れ
て

い
る
。
一
時
、
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
一
昨
年
9
月
に

辰
野
美
術
館
（
辰
野
町
）
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
雰
回
の

企
画
展
に
合
わ
せ
て
借
り
受
け
た
。

和
田
嶺
合
戦
図
と
も
呼
ば
れ
、

原
画
が
三
つ
見
つ
か
っ
て
い
る
。

一
つ
は
諏
訪
市
有
形
文
化
財
と
し

て
同
市
博
物
館
に
、
も
う
一
つ
は

豊
島
屋
歴
史
資
料
館
（
岡
谷
市
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
最

後
の
一
つ
は
其
残
の
直
系
の
子
孫

が
所
有
し
て
い
た
が
、
晩
年
に
手

放
し
た
た
め
、
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
た
。

た
だ
、
実
際
に
は
直
系
の
子
孫

か
ら
5
年
ほ
ど
前
に
辰
野
町
内
に

住
む
親
戚
に
渡
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
一
昨
年
9
月
に
は
そ
の
親
戚
が

高
齢
の
た
め
、
辰
野
美
術
館
に
寄

贈
し
て
い
た
と
い
う
。
今
回
、
八
ヶ

岳
美
術
館
が
企
画
展
の
準
備
作
業

を
進
め
る
中
で
判
明
し
た
と
い
う
。

合
戦
は
元
治
元
（
1
8
6
4
）

年
1
1
月
2
0
日
に
樋
橋
の
集
落
を
中

心
に
発
生
し
、
水
戸
藩
の
尊
王
派

の
浪
士
部
隊
と
高
島
藩
・
松
本
藩

の
連
合
軍
が
激
突
。
其
残
は
俳
人

仲
間
の
小
池
龍
湖
と
と
も
に
合
戦

を
、
一
望
で
き
る
白
見
沢
山
に
入
っ

和
田
嶺
合
戦
図
を
展
示
謡
藷
鏑
鰐
川
。
A
摘
鏑
択
鰐
的
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ケ

術

岩
波
其
残
の
企
画
展
に
合
わ
せ
八
美

村
）
　
の
企
画
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る

サ
イ
ズ
は
内
寸
で
縦

8
6
巧
、
横
1
3
1
巧
。

墨
で
描
か
れ
、
顔
料
で

彩
色
さ
れ
た
。
敵
と
味

方
を
色
分
け
し
、
文
字

も
書
き
込
ま
れ
た
僻
轍

図
で
、
よ
ろ
い
か
ら
武

器
ま
で
轍
密
に
写
さ
れ

て
い
る
。
合
戦
図
だ

が
、
兵
士
の
顔
は
其
残

ら
し
い
ふ
っ
く
ら
し
た

顔
に
細
い
目
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。

八
ヶ
岳
美
術
館
は

「
家
宝
と
し
て
大
事
に

さ
れ
て
き
て
状
態
が
良

い
。
美
術
品
と
文
化
財

両
方
の
価
値
が
あ
り
、

■
て
写
生
し
た
。
大
正
時
代
に
新
聞

連
載
さ
れ
た
伝
記
「
其
残
翁
伝
」

茫
よ
る
と
、
小
池
は
砲
声
を
聞
く

と
岩
の
陰
に
隠
れ
て
観
戦
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
が
、
其
残
は
動
じ

ず
に
写
生
に
尽
く
し
た
と
い
う
。

其
残
の
画
業
で
も
大
事
な
一
作
。

写
真
が
な
い
時
代
の
貴
重
な
記

録
」
と
し
て
い
る
。
会
期
中
無
休
。

大
人
5
1
、
0
円
、
小
中
学
生
2
5

0
円
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

（
中
村
理
沙
）


